
変化の渦中で、生徒たちの進路選択の実態や意識も変わっているのでしょうか？

2025年以降に高校を卒業した人を対象に調査を行いました（2026年8月実施）。その結果をレポートします。

社会や労働市場の変化は、
一人ひとりの進路選択に影響する？

直
接
影
響
す
る
層
は
限
定
的

だ
が
変
化
に
関
心
が
な
い
わ
け
で
は
な
い

社会は変化している。では生徒たちはどうか？

卒業生の「その後」を独自調査
進路選択のリアル

取材・文／塚田智恵美　イラスト／加納徳博

●調査時期：2026年8月　●調査方法：インターネット調査　●調査対象エリア：全国　
●調査対象・サンプル：2025年3月～2026年3月までに「高校を卒業した」と回答した669名

　

社
会
の
変
化
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
選
択
に

ど
れ
ほ
ど
影
響
を
与
え
る
の
か
。
人
口

構
造
の
変
化
に
よ
っ
て
、今
後
エ
ッ
セ
ン
シ

ャ
ル
領
域
の
仕
事
の
需
要
が
高
ま
る
と
い

っ
た
予
想
や
、今
、給
料
が
上
が
っ
て
い
る

職
業
の
傾
向（
10
〜
11
ペ
ー
ジ
）を
示
し

た
う
え
で
「
そ
の
情
報
を
見
て
進
路
の

考
え
方
は
変
わ
っ
た
か
」を
聞
い
た
と
こ
ろ

「
特
に
変
わ
ら
な
い
」が
約
半
数
を
占
め
た

（
図
1
）。
情
報
を
知
る
こ
と
の
影
響
は
、

一
見
す
る
と
限
定
的
に
見
え
る
。

　

し
か
し
、こ
れ
を
「
労
働
市
場
の
変
化

に
対
し
て
無
関
心
」と
片
付
け
る
の
は
早

計
の
よ
う
だ
。「
既
に
こ
れ
ら
の
情
報
を

知
っ
て
い
た
」人
が
一
定
数
お
り
、そ
の
う

え
で
自
分
の
希
望
を
優
先
し
た
い
人
、ま

た
進
路
自
体
は
変
え
な
い
も
の
の
Ａ
Ｉ

時
代
に
備
え
た
ス
キ
ル
を
磨
き
た
い
、と

答
え
る
人
な
ど
、情
報
に
振
り
回
さ
れ
る

の
で
は
な
く
、自
分
な
り
の
目
的
意
識
を

も
っ
て
冷
静
に
変
化
を
受
け
止
め
て
い
る

様
子
が
見
ら
れ
る
。
一
方
で
、情
報
提
示

に
よ
り
進
路
意
識
が
変
化
し
た
層
は
、今

後
身
に
つ
け
た
い
力
と
し
て「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
」や
「
Ａ
Ｉ
活
用
ス
キ
ル
」

を
意
識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、進
路
決
定
の
時
期
が
遅
い
生
徒

ほ
ど
、市
場
変
化
の
情
報
に
反
応
し
て
い

る
傾
向
も
見
え
た
。
や
り
た
い
こ
と
が
な

か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
生
徒
に
対
し
て
、

情
報
提
供
が
生
徒
の
背
中
を
押
す
支
援

と
な
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

●
労
働
市
場
の
変
化
に
関
す
る
情
報
を

見
て
、進
路
の
考
え
方
が
「
特
に
変
わ
ら

な
い
」層
が
45
・
4
％
。

●
変
化
な
し
層
の
16
％
は
、志
望
が
強
固

ま
た
は
既
知
の
情
報
だ
っ
た
と
回
答
。

●
変
化
あ
り
層
は
「
コ
ミ
ュ
力
」や
「
Ａ
Ｉ

活
用
ス
キ
ル
」な
ど
を
意
識
。

特に変わらない

少し考えが変わった

よくわからない

大きく考えが変わった

図1  情報を見て進路の考え方は変わったか（単一回答）
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高
校
卒
業
の
段
階
で
、将
来
の
職
業

観
や
キ
ャ
リ
ア
観
が
固
ま
っ
て
い
る
生
徒

は
ま
だ
少
数
派
の
よ
う
だ
。
就
職
に
つ
い

て
聞
く
と
「
1
社
に
長
く
勤
め
る
」こ
と

を
望
む
声
が
多
い
が
就
職
へ
の
具
体
的
な

イ
メ
ー
ジ
や
、希
望
職
種
は
決
ま
っ
て
い
な

い
層
が
多
い
。
進
学
は
し
た
も
の
の
、そ
の

先
の
働
く
姿
ま
で
は
ま
だ
主
体
的
に
描

き
き
れ
て
い
な
い
人
た
ち
が
、一
定
数
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
高
校
卒
業
時
の
進

路
決
定
は
、あ
く
ま
で
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

●
希
望
職
種「
未
定
」は
41
・
9
％
。

●
就
職
観
は
「
１
社
で
長
く
」が
最
多
の

37
・
4
％
。
一
方
で
「
考
え
た
こ
と
が
な

い
」も
26
％
に
達
す
る
。

　

人
生
で
重
視
す
る
価
値
観
を
聞
く
と
、

「
安
定
」は「
好
き
・
や
り
が
い
」に
次
い
で

多
か
っ
た
。安
定
し
た
進
路
・
仕
事
の
イ
メ

ー
ジ
を
聞
く
と
、「
収
入
が
安
定
し
て
い
る

こ
と
」が
最
多
。
一
方
、「
大
手
企
業
」や

「
公
務
員
」と
い
っ
た
所
属
に
関
す
る
回

答
も
続
き
、「
好
き
な
仕
事
を
長
く
続
け

ら
れ
る
こ
と
」を
挙
げ
る
人
も
。
安
定
は
、

所
属
だ
け
で
な
く
働
き
続
け
ら
れ
る
環

境
も
含
め
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

●
重
視
す
る
人
生
観
は「
安
定
」が
23
・
8

％
。「
好
き
・
や
り
が
い
」の
29
・
7
％
に
次

ぐ
。

●
安
定
の
具
体
像
は
「
収
入
の
安
定
」が

46
・
6
％
。「
大
手
企
業
」23
・
9
％
、「
公

務
員
」22
・
6
％
。

実際のところ、進路選択で何を大事にしているのか？

進
路
は「
や
り
た
い
こ
と
」で
選
ぶ
。

で
も
、働
く
目
的
は「
お
金
の
た
め
」？

「
所
属
」よ
り
も「
収
入
」に
安
定
を
感
じ
る

職業観はまだ固まっていない

やりたいこと・興味があること

お金（学費・収入など）

自分に向いている・
できそうだと思ったこと
将来性（将来も役立つ・

必要とされること）

家族や周囲の人の勧め

学力や成績に合っていること

学校・職場の雰囲気

プライベートや趣味との両立

学校・企業の知名度や評判

通いやすさ・勤務地

その他

図2  進路選択時に最も重視した項目（単一回答）
　

進
路
選
択
で
重
視
し
た
こ
と
を
聞
く

と
、最
も
多
か
っ
た
の
は「
や
り
た
い
こ
と
・

興
味
」と
い
う
回
答
だ
っ
た（
図
2
）。
一

方
、働
く
こ
と
へ
の
イ
メ
ー
ジ
（
自
由
記

述
）は「
お
金
を
稼
ぐ
・
自
立
の
手
段
」が

多
く
、「
や
り
が
い
」や「
成
長
」と
い
っ
た

前
向
き
な
労
働
観
を
抱
く
生
徒
は
、ご
く

一
部
に
と
ど
ま
っ
た
。
労
働
を
「
つ
ら
い
」

「
義
務
」と
否
定
的
に
捉
え
る
声
も
あ
る
。

　

進
路
を
選
ぶ
段
階
で
は
み
ず
か
ら
の

関
心
や
理
想
を
追
い
求
め
つ
つ
も
、実
際

の
労
働
に
対
し
て
は
生
活
の
手
段
と
し

て
極
め
て
現
実
的
に
捉
え
て
お
り
、理
想

と
実
質
的
な
労
働
観
が
分
離
し
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

●
進
路
選
択
で
重
視
す
る
の
は「
や
り
た

い
こ
と
・
興
味
」が
最
多
の
42
・９
％
。

●
労
働
観（
自
由
記
述
）は
「
お
金
を
稼

ぐ
手
段
」が
多
く
、前
向
き
な
労
働
観（
や

り
が
い
・
成
長
）は
ご
く
一
部
。
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進路選択で影響を受けた人は
先生やネットよりも「母」

先生と「十分に話し合えた」
層は「納得度」が高い

進路選択における意思決定のプロセスと、
その納得度は？

特に影響を受けた人はいない

母

高校の先生

SNS・インターネット

塾・予備校の先生

父

兄弟・姉妹

その他

友人

先輩・卒業生

図3  進路選択に最も影響した人・情報（単一回答）

　

進
路
に
つ
い
て「
特
に
影
響
を
受
け
た

人
は
い
な
い
」と
答
え
た
人
は
35
・６
％
。

一
方
、64
・４
％
は
、進
路
選
択
に
影
響
を

与
え
た
相
手
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
相
手

は「
母
」が
19
・９
％
で
最
も
多
く
、次
い
で

「
高
校
の
先
生
」と「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ネ
ッ
ト
」が

約
10
％
で
続
い
た（
図
3
）。家
族
や
先
生
、

デ
ジ
タ
ル
情
報
な
ど
、身
近
な
存
在
の
影

響
も
無
視
で
き
な
い
よ
う
だ
。

●「
特
に
影
響
を
受
け
た
人
は
い
な
い
」

は
35
・
6
％
。一
方
、64
・
4
％
は
、進
路
選

択
に
影
響
を
与
え
た
相
手
を
挙
げ
た
。

●
影
響
源
は
「
母
」が
19
・
9
％
で
最
多
。

次
い
で
「
高
校
の
先
生
」「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ネ
ッ

ト
」が
約
10
％
で
続
い
た
。

　

決
ま
っ
た
進
路
へ
の
納
得
感
に
つ
い
て
、

高
校
の
先
生
と
の
対
話
の
役
割
が
極
め

て
大
き
い
こ
と
が
、調
査
結
果
に
表
れ
て

い
る（
図
4
）。
先
生
と
十
分
な
話
し
合
い

が
で
き
た
と
感
じ
る
生
徒
ほ
ど
、決
ま
っ

た
進
路
へ
の
納
得
度
が
高
く
、対
話
が
ほ

と
ん
ど
で
き
な
か
っ
た
生
徒
は
、決
定
後

に
割
り
切
れ
な
い
想
い
を
残
し
や
す
く
な

っ
て
い
る
。進
路
決
定
に
つ
い
て
先
生
の
直

接
的
な
影
響
力
は
さ
ほ
ど
高
く
な
か
っ
た

が
、進
路
を
選
ぶ
決
め
手
と
い
う
よ
り「
相

談
で
き
た
安
心
感
」が
、結
果
的
な
納
得

度
を
左
右
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

●
先
生
と
「
十
分
に
話
し
合
え
た
」層
は

納
得
度
が
85
・
8
％
、「
ほ
と
ん
ど
で
き
な

か
っ
た
」層
の
納
得
度
は
17
・
5
％
。

　

進
路
決
定
に
つ
い
て
納
得
し
て
い
る

層
が
７
割
弱
を
占
め
、一
定
の
満
足
感

を
示
す
声
が
多
数
派
に
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、３
割
強
の
人
た
ち
は
納
得
し
き
れ

て
い
な
い
様
子
。
そ
の
理
由
と
し
て「
第

一
志
望
に
不
合
格
だ
っ
た
」「
学
び
た
い

内
容
と
異
な
る
」と
い
っ
た
声
が
多
く
、

第
一
志
望
の
合
否
と
納
得
度
が
連
動
し

て
い
る
。

　

希
望
通
り
の
進
路
を
逃
し
た
生
徒
が
、

次
の
ス
テ
ー
ジ
で
い
か
に
前
向
き
に
気
持

ち
を
切
り
替
え
ら
れ
る
か
が
、納
得
度
を

再
構
築
す
る
鍵
に
な
り
そ
う
だ
。

●
今
の
進
路
に
納
得
し
て
い
る
層
は
計

66
・8
％
、「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」が

20・0
％
、納
得
し
て
い
な
い
層
は
13・
2
％
。

約
3
人
に
1
人
が

進
路
に
納
得
し
き
れ
て
い
な
い

十分できた

まあまあできた

あまり
できなかった

ほとんど
できなかった

納得 どちらともいえない 非納得

図4  先生との話し合いの程度別
進路への納得度
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価
高
や
高
齢
化
、労
働
市
場
の

流
動
化
と
い
っ
た
社
会
の
変
化

は
、進
路
選
択
の
意
識
に
も
確
か
に
影
響

を
与
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
今
回
、高
校

を
巣
立
ち
、一
歩
社
会
に
近
づ
い
た
卒
業

生
た
ち
を
対
象
に
調
査
を
行
い
ま
し
た
が
、

そ
の
結
果
と
し
て
理
想
の
追
求
だ
け
で

な
く
、現
実
的
な
生
活
設
計
を
重
視
す

る
声
が
目
立
ち
ま
し
た
。
こ
の
結
果
は
、

巷
で
よ
く
聞
く
「
現
代
の
高
校
生
は
安

定
志
向
で
あ
る
」と
ま
と
め
る
こ
と
も
で

き
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
し
か
し
、よ
く

話
を
聞
い
て
み
る
と
、彼
ら
彼
女
ら
の
言

う
「
安
定
」の
定
義
は
、実
に
多
種
多
様

で
す
。

　

今
回
誌
面
で
紹
介
し
た
2
名
の
声
も
、

対
照
的
で
し
た
。
Ａ
Ｉ
に
代
替
さ
れ
な
い

「
人
間
だ
か
ら
で
き
る
価
値
」を
対
人
対

話
に
見
出
し
、手
に
職
を
つ
け
て
働
く
こ

と
を
安
定
と
捉
え
る
、Ｍ
さ
ん
。一
方
、労

働
を
「
私
生
活
で
や
り
た
い
こ
と
を
や
る

た
め
の
手
段
」と
位
置
づ
け
て
、倒
産
リ
ス

ク
の
低
い
企
業
を
志
望
す
る
、Ａ
さ
ん
。ア

プ
ロ
ー
チ
は
異
な
り
ま
す
が
、自
身
の
大

切
に
し
た
い
価
値
観
を
認
識
し
た
う
え
で
、

そ
の
幸
せ
を
最
大
化
す
る
た
め
の
イ
ン
フ

ラ
と
し
て
「
安
定
」を
捉
え
て
い
る
点
は

共
通
し
ま
す
。
ま
た
、2
名
と
も
高
齢
化

や
Ａ
Ｉ
台
頭
と
い
っ
た
変
化
を
多
少
な
り

と
も
意
識
し
て
お
り
、か
つ
、そ
れ
を「
脅

威
」と
捉
え
て
い
な
い
点
も
印
象
的
で
し

た
。
変
化
の
時
代
を
、生
徒
た
ち
は
自
分

な
り
の
軸
で
歩
も
う
と
し
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

進路選択の「リアルな声」を聞く

大学１年生
Aさんの声

専門学校１年生
Mさんの声

　情報系の学部に進んだAさん。もともと海外に関心があり、言

語や国際系の分野に進みたいと考えていた。具体的に狙って

いた指定校推薦枠があったが、自分の代でその推薦枠がなくな

ってしまう。先生と話し合い、家からの近さや大学名といった現

実的な条件を優先して、同大学の指定校推薦が残っていた情

報系学部に舵を切った。プログラマーとして働く姉の背中を見て

いたため、情報系への抵抗はなかったそうだ。

　Aさんは将来「安定した仕事」に就きたいと考えている。Aさん

の思う安定とは、複数の事業を手がけていて倒産リスクの低い

大手企業に所属することだ。「働く一番の目的は、大好きな海

外旅行を楽しむためにお金を稼ぐことです。情報管理やプログラ

ミングといった仕事の多くは、今後AIに代替されるかもしれない。

でも『チェックする役割』としての人間の仕事は、残ると思う。正

直、今バイトしていても『働くのはしんどそう』と感じる（笑）。だか

らAIとも賢く共存し、私生活を楽しむ手段として仕事と付き合っ

ていきたいです」（Aさん）。

AIで仕事が変わることも織り込み済みで
「私生活を楽しめる安定」を重視し、大企業志向

　看護専門学校に進んだMさん。自身の通院時にお世話にな

った看護師に影響を受けて、中学生の頃から看護師を志した。

最初は純粋な憧れだったが、高校生になり「手に職をつけ、安定

した職業に就くこと」の重要性を意識し始める。日常で物価高を

実感することが増えたのも、その理由の一つだ。もともと子ども

が好きなので、保育士という選択肢も考えた。しかし「仕事の対

価にふさわしい給料がもらえるか」が気になり、知り合いを通じて

現実的な条件面を調べた結果、最終的には夜勤手当のある看

護師を選んだ。進路決定にあたり、高校の先生は具体的な学校

選びを手伝い、費用面でも助言をくれた。

 「卒業後自立してやっていけるか、心配もある。でも、お金がす

べてではない。実習で患者さんから『あなたに担当してもらってよ

かった』と言われた経験が大きく、人と深く関わり『自分だからで

きる』仕事をしたいと思うようになりました。ロボットやAIがどんど

ん進化するからこそ、私はコミュニケーション力や臨機応変な対

応力を高めていきたいです」（Mさん）。

物価高で高まった「安定」への意識。
同時に「自分だからできる」仕事に就きたい

変化を受け止めた、それぞれの「安定」のかたち

物
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